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Ⅰ新技術の解説

１要旨

本県主要花きの出荷時期は、ほとんどが夏秋期の６～９月に集中しており、他の時期の生産が少な
い状況にある。このため、本県の気象条件を活かしながら、比較的低コストで栽培が可能な補完品目
を導入し、１０月～５月における冬春期生産の拡大を図っていく必要がある。このことから、本来夏期
に開花するスカビオサ、ニゲラの低温開花性に着目し、冬春期に出荷できる栽培技術を開発した。

(1) スカビオサは、７月上旬に播種し８月中旬に定植すると１１月から長期間連続して切り花が可能で
ある。また、仕立て方法は摘心栽培が適している。

(2) ニゲラは、８月上旬に播種し９月中旬に定植すると１１月から品質の良い切り花が得られる。また、
仕立て方法は、無摘心栽培でよい。

２期待される効果

(1) 播種適期および仕立て方法が明らかになったことで、スカビオサ、ニゲラの冬春期出荷が可能とな
る。

(2) 夏秋期中心に出荷される主要花きとの組み合わせにより、花きの周年供給が可能となる。

３適用範囲

県内全域

４普及上の留意点

保温及び補助暖房により、最低夜温を５℃程度に保つよう温度管理を行う。
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